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東 京 都 職 員 採 用 選 考 
 
 

【 Ⅱ 類  作 業 療 法 】 
 
 

（ 令 和 ７ 年 ５ 月 １ ５ 日 実 施 ） 

 
 

試 験 問 題 （ 専 門 ） 
 
 
 
 

 

注  意 

 

１ 問題と答案用紙は別になっています。必ず答案用紙に解答してください。 

２ 問題は全部で３０題あります。 

３ 解答時間は１時間３０分です。 

４ この問題冊子は持ち帰ることができます。 
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【問題１】 

大脳基底核に分類されるのはどれか。 

下記の１～５の中から二つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 視床  

２ 被殻  

３ 歯状核  

４ 淡蒼球  

５ 網様体  

 

 

 

 

 

【問題２】 

骨について正しいものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 破骨細胞は骨小腔に存在する。   

２ 幼児期の骨髄は赤色骨髄である。   

３ 骨芽細胞は骨吸収に関与している。   

４ 骨膜は骨の長軸方向の成長に関わる。    

５ 海綿骨にはＨａｖｅｒｓ〈ハバース〉管が存在する。 

 

 

 

 

 

【問題３】 

単球から分化し異物を貪食するものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 好中球   

２ 好酸球   

３ 好塩基球   

４ リンパ球    

５ マクロファージ   
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【問題４】 

近位尿細管に分泌されるものはどれか。 

下記の１～５の中から二つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ Ｋ＋  

２ ＮＨ３  

３ Ｎａ＋  

４ Ｃａ２＋  

５ 尿酸  

 

 

 

 

 

【問題５】 

良性腫瘍と比較した悪性腫瘍の特徴で誤っているものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 核分裂が多い。 

２ 染色体異常が多い。 

３ 細胞の分化度が高い。 

４ クロマチンが凝集する。 

５ 細胞質に対して核の占める割合が大きい。 

 

 

 

 

 

【問題６】 

表情筋はどれか。 

下記の１～５の中から二つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 咬筋  

２ 頬筋  

３ 側頭筋  

４ オトガイ筋  

５ 外側翼突筋  
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【問題７】 

二重神経支配の筋はどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 恥骨筋   

２ 小殿筋   

３ 縫工筋   

４ 長内転筋   

５ ヒラメ筋   

 

 

 

 

 

【問題８】 

原始反射とその説明の組合せとして誤っているものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ Ｍｏｒｏ反射    ― 両手を伸展外転したのち、両手を合わせる 

２ 交差伸展反射    ― 刺激反対側の下肢の伸展 

３ 緊張性迷路反射   ― 腹臥位での四肢の屈曲 

４ Ｇａｌａｎｔ反射  ― 刺激側が凹になる体幹の側屈 

５ 対称性緊張性頸反射 ― 頸部を回旋させた側の上肢と下肢の伸展  

 

 

 

 

 

【問題９】 

非ステロイド性抗炎症薬の副作用はどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ うつ 

２ 低血糖  

３ 骨粗鬆症 

４ 消化性潰瘍    

５ 体幹の肥満 
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【問題10】 

Ｄｕｃｈｅｎｎｅ型筋ジストロフィーの特徴はどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 女児に多い。  

２ ３～５歳で発症する。  

３ 常染色体顕性遺伝である。  

４ 把握ミオトニーを認める。  

５ 上肢筋力が下肢筋力より早く低下する。 

 

 

 

 

 

【問題11】 

心理学者と心理療法の組合せとして正しいものはどれか。 

下記の１～５の中から二つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ Ａ．Ｂｅｃｋ      ― 行動療法 

２ Ｓ．Ｆｒｅｕｄ     ― 認知療法 

３ Ｃ．Ｒ．Ｒｏｇｅｒｓ  ― 非指示法 

４ Ｂ．Ｆ．Ｓｋｉｎｎｅｒ ― 自由連想 

５ Ｃ．Ｇ．Ｊｕｎｇ    ― 夢分析 

 

 

 

 

 

【問題12】 

統合失調症について誤っているものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 治癒の断定が難しい。 

２ 死亡率は健常者より高い。 

３ 前駆期に抑うつ気分は見られない。 

４ 慢性期には感情の平板化がみられる。 

５ 中年期以後よりも青年期に発病することが多い。 
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【問題13】 

骨折の名称と部位との組合せとして正しいものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ Ｓｍｉｔｈ骨折     ― 骨盤 

２ Ｃｏｔｔｏｎ骨折    ― 尺骨 

３ Ｃｏｌｌｅｓ骨折    ― 橈骨 

４ Ｄｕｖｅｒｎｅｙ骨折  ― 脛骨 

５ Ｍａｌｇａｉｇｎｅ骨折 ― 環椎 

 

 

 

 

 

【問題14】 

変形性関節症について誤っているものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 高齢者に好発する。 

２ 発症要因として遺伝的素因が認められる。 

３ 膝関節では男性に比べ女性の有病率が高い。 

４ 股関節では二次性股関節症よりも一次性股関節症が多い。 

５ 原因の特定できない１次性と明らかな原因のある２次性に分類される。  

 

 

 

 

 

【問題15】 

介護保険法の特定疾病に含まれるものはどれか。 

下記の１～５の中から二つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 虚血性心疾患   

２ 脊髄小脳変性症  

３ ポリオ後症候群  

４ 筋ジストロフィー  

５ 慢性閉塞性肺疾患 
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【問題16】 

立位姿勢時の重心で誤っているものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 重心動揺は閉眼時において増大する。 

２ 重心動揺は女性よりも男性のほうが大きい。 

３ 重心線は膝関節中心の後方１～２cmを通る。 

４ 重心動揺面積は老年期には加齢に伴い増大する。 

５ 片足を踏み出して新たな支持基底面をつくり重心をコントロールする方法を踏み出し方略

という。 

 

 

 

 

 

【問題17】 

ＭＴＤＬＰ（生活行為向上マネジメント）について正しいものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 家族に聞き取りを行ってはいけない。  

２ 合意目標の遂行度は作業療法士が判断する。  

３ アセスメントではＩＣＩＤＨの視点を用いる。  

４ 心身機能回復に関するプログラムは含まれない。  

５ 目標とした生活行為の満足度は、1～5点で自己評価する。  

 

 

 

 

 

【問題18】 

Ｂａｒｔｈｅｌ Ｉｎｄｅｘで「部分介助」の判定がない項目はどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 食事 

２ 入浴  

３ 更衣  

４ トイレ動作  

５ 椅子とベッド間の移乗  
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【問題19】 

50 歳の女性。脳梗塞後の左片麻痺。右利き。発症から５ヵ月経過。Ｂｒｕｎｎｓｔｒｏｍ法

ステージは上肢、下肢ともにⅢ。関節可動域制限は認めず、座位バランスは良好である。短下肢

装具とＴ字杖で歩行は自立している。この患者に対する自助具で最も適切なものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 長柄ブラシ 

２ リーチャー 

３ 台付き爪切り 

４ ボタンエイド 

５ マウススティック 

 

 

 

 

 

【問題20】 

フレクサーヒンジスプリントの目的として正しいものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 母指対立位保持  

２ 肩関節内転位補助  

３ 手関節背屈位保持  

４ ＰＩＰ関節屈曲補助  

５ 手関節伸展機能を利用した把持動作  

 

 

 

 

 

【問題21】 

Ａｌｚｈｅｉｍｅｒ病について誤っているものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 男性よりも女性に多い。 

２ まだら認知症の特徴を示す。 

３ 初期は視空間認知の障害が多い。   

４ 中期には人物誤認が顕著になる。  

５ 末期には会話はほとんど消失する。 
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【問題22】 

主な障害部位と高次脳機能障害の組合せとして正しいものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 前頭葉  ― 感覚性失語 

２ 側頭葉  ― 運動性失語 

３ 右頭頂葉 ― 観念失行 

４ 左頭頂葉 ― 着衣失行 

５ 後頭葉  ― 視覚失認 

 

 

 

 

 

【問題23】 

疾患または症候と歩行の組合せとして正しいものはどれか。 

下記の１～５の中から二つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 運動失調      ― 分回し歩行 

２ 脳性麻痺      ― 踵足歩行 

３ Parkinson 病     ― すくみ足歩行 

４ バージャー病    ― はさみ脚歩行 

５ ギランバレー症候群 ― 鶏歩 

 

 

 

 

 

【問題24】 

多発性硬化症について正しいものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 再発は少ない。   

２ 高齢者に多い。   

３ 脱髄病変はみられない。  

４ 好発部位は白質である。 

５ 視力障害が出現する頻度は低い。 
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【問題25】 

せん妄について誤っているものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 急性に発症する。 

２ 日内変動がある。 

３ 注意力の低下がみられる。 

４ 環境因子の影響を受けない。   

５ 若年者より老年者に出現しやすい 

 

 

 

 

 

【問題26】 

慢性期頸髄損傷の残存機能レベルと使用する機器の組合せとして正しいものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 第３頸髄節 ― 人工呼吸器 

２ 第４頸髄節 ― ＢＦＯ 

３ 第５頸髄節 ― 電動車椅子  

４ 第６頸髄節 ― 短対立装具  

５ 第７頸髄節 ― 手関節機能把時装具  

 

 

 

 

 

【問題27】 

関節リウマチ患者に対する生活指導について誤っているものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 枕は高くする。 

２ 家事は午後から行う。 

３ 高めの洋式便座を使用する。   

４ 物を持つ場合はつまみ動作を避けて両手で持つ。 

５ 机の雑巾がけは手関節を中間位とし、手掌基部で前後に動かす。   
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【問題28】 

うつ病の回復期の作業療法で誤っているものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 励ましながら活動を行う。 

２ 徐々に生活リズムを整える。 

３ 必ずよくなることを繰り返し伝える。 

４ 体力、持久力、集中力の回復をはかる。   

５ デイケア等で仲間づくりや社会とのつながりを拡大する。 

 

 

 

 

 

【問題29】 

自閉症スペクトラム障害について正しいものはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ 聴覚過敏は稀である。 

２ 男児よりも女児に多い。 

３ 注意欠如・多動性障害と合併しにくい。  

４ 社会的コミュニケーションの障害はない。  

５ 背景に遺伝要因があると考えられている。 

 

 

 

 

 

【問題30】 

８歳の男児。痙直型四肢麻痺の脳性麻痺。手で支持すれば座位が可能だが、移動は電動車椅子

を使用している場合、ＧＭＦＣＳのレベルはどれか。 

下記の１～５の中から一つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。 

 

１ Ⅰ 

２ Ⅱ   

３ Ⅲ 

４ Ⅳ 

５ Ⅴ  

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


